
プラズマ照射した食肉血液成分の電子スピン共鳴解析 

Electron spin resonance study of plasma coagulated bloods of edible meats 
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はじめに 大気圧プラズマは殺菌・医療技術分

野で応用が期待され、血液凝固や皮膚の殺菌な

どへの応用例が、既に報告されている 1-3)。プ

ラズマ照射による血液凝固・変性のメカニズム

は未だ解明されてない。そこで、今回は血液に

プラズマ照射により発生するラジカルを、電子

スピン共鳴法によって観察したので報告する。 

装置および方法 試料に食肉牛を破砕均質化

して血液成分を抽出して、石英板の上に 3 μl

滴下・乾燥させた後に、Ar流量 5 slmを供給し

て 60 Hz 交流電源の印加により生成した非平

衡大気圧プラズマを 10mm 離した位置で照射

した。プラズマ照射した後、サンプルを ESR

測定によって発生したラジカルを検出した。 

血液中成分であるヘモグロビン（Sigma製ウ

シ血液由来ヘモグロビン、濃度 2.8 mM）、アル

ブミン（Sigma製ウシ血清由来アルブミン、 濃

度 0.468 mM）を個別に生理食塩水に溶解して、

同様のプラズマ照射と ESR 測定を行い比較し

た。 

結果・考察 大気圧プラズマを 10 分間照射し

た後にサンプルに発生したESR信号を Fig.1に

示す。アルブミンからは明瞭な信号は得られな

い一方、血液とヘモグロビンからは、g値 2.004

を中心とする ESR 信号が得られた。この ESR

信号はヘモグロビン錯体の Fe 中心がニトロソ

状態(Fe
2+‥Nから Fe

3+‥NO)になったことによ

り生成した信号の可能性が示唆される 4)。NO

は凝固抑制因子であるが 5)、NO ラジカル発生

がみられることから、血液凝固因子となる酵素

を、プラズマ生成する NOが活性化している可

能性が示唆された。 
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Fig.1  ESR spectra for blood, hemoglobin, and 

albumin on the quartz plates measured after plasma 

treatments for 10 min.  
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